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Fluorine-containing polymers are essential materials for our life and novel synthetic methods 

are awaited. In this study, we applied photo-induced-radical reaction to pyrrole and 
diiodoperfluoroalkane to synthesize fluorinated polymers with aromatic rings in the main chain. 
As a result, the polycondensation reaction proceeded, and a polymer with an alternating 
arrangement of aromatic rings and perfluoroalkane chains was successfully synthesized.  
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含フッ素ポリマーは、高い熱・化学的安定性、高い撥水性などの特性を有するため、

幅広い用途で用いられている。しかしながら、その構造の多様性には限りがあり、新

しい含フッ素ポリマーの合成法の開発は求められている。このような中、近年ラジカ

ル条件下、ジヨードペルフルオロアルカンとジエンとの重付加反応によるアルキル-

フルオロアルキレン交互

型ポリマーの合成につい

て、当研究室を含む複数の

グループが報告している 

(Scheme 1) 1) 。 

また当研究室では、紫外光照射下、ラジカル反応により芳香環へのペルフルオロア

ルキル化反応が進行することを明らかにしている 2) 。この反応を重合反応に応用す

ることで、芳香環とフルオロアルキレン鎖を交互に有する新規の含フッ素ポリマーが

得られることが期待される。 

そこで本研究では、ピロールとジヨードペルフルオロアルカンにこの光ラジカル反

応を適用し、ピロールとペルフルオロアルキレン鎖の交互型ポリマーの合成を行った 

(Scheme 2) 。ピロールと 1,6-ドデカフルオロジヨードヘキサンの 1:1混合物に、炭酸

セシウム 9 当量、チオ硫酸ナトリ

ウム 9当量存在下、72時間の紫外

光照射を行ったところ、重縮合反

応が進行し、芳香環とペルフルオ

ロアルレン鎖が交互に配列した生

成物が得られた。 

 

1) M. Shinmen, K. Sasahara, S. Nakamura, T. Kanbara, and T. Yajima, Journal of Fluorine Chemistry, 

2020, 229, 109417. 

2) E. Nogami, Y. Washimi, T. Yamazaki, T. Kubota, and T. Yajima, Tetrahedron Letters, 2016, 57, 2624.  

K301-2am-01 日本化学会 第103春季年会 (2023)

© The Chemical Society of Japan - K301-2am-01 -


